
- 1 -

古文書解読自習プログラム 中級レベル２

島判官より松浦判官・岩村権判官あて書簡
開拓判官島義勇は、明治２年(1869)１０月に銭函に開拓使仮役所を設け、札幌本府の建

設に携わっていた。島判官が開拓使の直轄地と考え、太政官においても承認されていた札

幌郡、空知郡、上川郡を仙台藩の伊達英橘などへ支配させるという開拓使東京詰めの決定

に対する抗議の文書。年次は書かれていないが、内容から明治２年と推定。松浦(武四郎)

判官、岩村(通俊)権判官は東京詰めの開拓使官吏。

『開拓使公文録原本』は、開拓使東京出張所が管理していた文書で、開拓使の重要な施

策に関するものを年代別、主題別、差出宛名の相手別に編纂した簿冊。

解読文

地所願出候諸藩…明治２年７月、開拓使が設置され、蝦夷地開拓を担当するが、諸藩士族、庶

民でも志願次第で土地を開拓させるという太政官布告が出され、２年程の間

であるが、「分領支配」という形がとられた。
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